
ＪＲＥ被災度判定支援システム
グ ラ グ ラ ム
Gragram の導入事例について

～ TAKANAWA GATEWAY CITY THE LINKPILLAR � へ導入～

株式会社ＪＲ東日本建築設計（以下「ＪＲＥ設計」）、白山工業株式会社（以下「白山工業」）が共同で開発したＪ
ＲＥ被災度判定支援システム 

グ ラ グ ラ ム
Gragram（以下「Gragram」）が、TAKANAWA GATEWAY CITY THE LINKPILLAR �

に採用されました。

Gragram は、建物が地震によって被災した際に、建物に与えた影響を見える化すると同時に地震後の対応を
適切にサポートするシステムです。

白山工業とＪＲＥ設計は、本システムの提供を通じて、TAKANAWA GATEWAY CITY のコンセプト「��� 年先の
心豊かなくらしのための実験場」の実現に向けた安全・安心を支えてまいります。

●

●

●

ＪＲＥ被災度判定支援システム Gragram について

JRE 被災度判定支援システム Gragram では、建物内部に複数の測定機器を配置することで、地震発生時に、避

難指示や建物の継続使用の判断をサポートする情報を表示します。システムに構造技術者の知見を取り入れる

ことで、建物ごとの特性を加味し、被災度を適切に判定。建物の生命線とも言える構造体だけでなく、外装材・

天井材・設備機器・家具といった非構造部材や設備・什器等の被災状況の判定をサポートします。

�.

���� 年 � 月 �� 日
株式会社ＪＲ東日本建築設計

白山工業株式会社

※Gragram は、ＪＲＥ設計と白山工業が共同で商標登録した商品です。

写真提供：ＪＲ東日本

N e w s  R e l e a s e



システムイメージ

即時判定ブラウズ

地震直後には、下図のような「即時判定ブラウズ」を

表示して避難指示の要否や非構造部材を含む � つ

の項目（構造体、外装材、天井、設備機器、家具の転

倒）の被災度を建物全ての階で判定します。また、ラ

ンクごとに色分けされた画面や、被災度イメージ図

により一目で建物の損傷状態を把握できます。

�.

（�） 診断レポート

地震発生後に自動的に詳細なコメント付きの「診断

レポート」を作成します。建物の BCP 計画に合わせ

て、防災拠点としての利用可否、建物の継続使用の

可否についての情報を適切に提供します。

（�）

あなたの建物が、地震の被害を受けても

構造技術者の知見をもとに建物の被災状況の判定をサポートします。

JRE 被災度判定支援システム
Gragram 紹介ページ
https://www.hakusan.co.jp/solution/bosai/collaboration/Gragram/

■ 各社概要
株式会社ＪＲ東日本建築設計

代表者

所在地

事業内容

設立日

代表取締役社長　伊藤　喜彦

東京都渋谷区代々木二丁目１番５号　ＪＲ南新宿ビル

ＪＲ東日本建築設計（JRE 設計）は、鉄道関連施設、駅周辺開発、駅を中心としたまちづくりを得意と
し、首都圏のターミナル駅から地方の駅にいたるまで、自治体や他の事業者とも連携し、周辺地域と調
和した開発や新しい暮らしの提案を手掛ける組織設計事務所です。ICT 活用や環境配慮設計に関する
技術の蓄積、新領域の開拓など、 JRE 設計はあらゆるフィールドに挑戦しています。

���� 年 � 月 � 日

白山工業株式会社

代表者

所在地

事業内容

設立日

代表取締役社長　吉田　稔

東京都府中市宮町 �-��  KDX 府中ビル �F

当社は、長年に渡り（国研）防災科学技術研究所が運営する地震観測網や大学が運営する火山観測シス
テムへ機器やシステム供給を行う一方で、民間企業を中心に、建物の構造の被害を推定する被災度判
定支援システム「VissQ」や「IoT 地震観測サービス」といった地震防災ソリューションを提供していま
す。白山工業は、パートナーの皆様との連携を深めながら、先端技術と地震計測技術の融合により、世
界の地震防災に貢献します。

���� 年 � 月

即時判定ブラウズ

診断レポート
被災度イメージ

建物に損傷はありません。

この画像は各判定項目の被害が最も大きな階のイメージを示しています
実際の被害状況と異なる場合があります

各階判定結果

総括

構造体

ほとんど損傷はありません

無被害
ほとんど損傷はありません

無被害
ほとんど損傷はありません

無被害
機器の支持材には

ほとんど損傷はありません

無被害
家具はほとんど転倒していません

無被害

判定結果は被災の程度を推定したものであり、実被害とは異なる場合があります

地震情報
2011年3月11日　14：47：00
震度5弱

発 生 日 時
計 測 震 度

建物概要
JR南新宿ビル
東京都渋谷区
地下4階地上18階　塔屋1階
58000㎡
鉄骨造（柱のみCFT造）
2003年4月
1、5、10、14F

建 物 名 称
所 在 地
建 物 規 模
延 床 面 積
構 造 種 別
竣 工 年
加速度計設置階
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家具・什器
（固定していない家具）

無 軽 小 中 大
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設備機器
（床置き機器のみ）

天井
（吊り天井）

外装材
（外装CW、ALCパネル等）

構造体
（柱・大梁等）
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建物に損傷はありません
建物外に避難する必要はありません
構造骨組の修復は不要です
仕上材等の外観上の補修が必要な場合があります

総合判定

無被害
損傷なし

避難の必要はありません

判定結果は被災の程度を推定したものであり、実被害とは異なる場合があります
構造体の被害が最も大きな階で判定しています

測定値

機能維持の程度
建築物としての機能がほぼ完全に維持され
ます

外装材

軽微 大破小破 中破無被害

軽微 大破小破 中破無被害

無 軽 小 中 大
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無 軽 小 中 大
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無 軽 小 中 大
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最大層間変形角 最大加速度

構造体の損傷が最も大きい階は３Fです
免震層の最大変形量は０cmです

https://www.hakusan.co.jp/solution/bosai/collaboration/Gragram/

